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町の人口
（47年7月禾現在）

9　2　71　6　595　331　2

21　1

人　口

男

女

世帯数

9月1日（1972）

細Ｎｏ．288■

毎月一回各家庭に配布

印刷所　冷牟田印刷合資会社　電話（代表）（601）1717

福岡県民秋の交通安全運動

9月22日～10月1日

子供と老人を守る運動です。

発行所　福岡県遠賀郡水巻町役場　発行人　伊藤衛門　縞集人　企画管理室調査資料係

「
水
死
寸
前
」
の

水
道
企
業

昭
和
四
十
六
年
度

水
巻
町
水
道
事
業
会

計
の
決
算
審
査
が
昭

和
四
十
七
年
六
月
十

四
日
か
ら
六
月
二
十

三
日
ま
で
十
日
間
、

高
橋
次
生
監
査
、
及

び
山
本
太
善
夫
監
査

に
よ
っ
て
決
算
奮
及

び
財
務
辞
表
を
基
礎

に
関
連
す
る
渚
帳
簿

及
び
証
嘉
に
よ

り
審
査
が
行
な
わ

れ
、
関
係
職
員
か
ら

内
容
鋭
明
を
聞
き
事

業
実
態
の
確
緒
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
次
の

三
点
が
指
摘
さ
れ
ま

し
た
。
一
、
退
任
虔
未
収
金

の
う
ち
固
定
化
し
っ
つ
あ
る
の
で
、
今

後
の
問
題
点
と
し
て
検
討
さ
れ
た
い
。

二
、
貯
蔵
品
の
入
庫
と
出
庫
に
つ
い
て

は
伝
票
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
帳

簿
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
改
善
さ
れ
た

ヽ
Ｊ
 
Ｏ

，
．
Ｖ三
、
不
艮
債
務
の
解
消
に
抜
本
的
施
策

を
要
肇
す
る
。

昭
和
四
十
三
年
か
ら
昭
和
四
十
六
年

ま
で
の
一
時
借
入
金
と
し
て
六
千
五
百

万
円
が
あ
り
、
こ
れ
を
不
良
債
務
と
い

い
昭
和
四
士
盆
慶
の
支
出
決
算
額
の

七
十
七
・
二
％
に
当
り
不
良
債
務
率
百

二
十
七
・
八
％
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
不
艮
債
務
は
政
府
が
指
導
す
る

不
艮
債
務
率
十
％
を
百
十
七
・
八
％
も

上
廻
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
企
業
債

の
面
で
事
務
段
階
ま
で
支
障
を
き
た
し

事
業
発
展
を
阻
害
し
て
い
ま
す
。

こ
の
不
良
債
務
は
昭
和
四
十
三
年

よ
り
の
累
積
赤
字
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
昨
年
九
月
の
料
金
改
正
前
ま
で
は

町
が
千
五
百
万
円
の
補
助
を
や
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
給
水
廉
価
と
販
売
価
格

と
の
間
に
一
が
当
り
十
一
円
三
十
七
銭

の
赤
字
給
水
を
や
っ
て
い
た
革
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
昨
年
九
月
の
料
金
改
正

（
八
月
債
上
）
に
よ
り
総
配
水
量
の
増

加
と
経
営
改
尊
に
よ
り
昭
和
四
十
七
年

以
降
は
採
算
も
取
れ
る
計
画
が
立
っ
て

い
た
が
昭
和
四
十
七
年
四
月
北
九
州
市

の
源
水
料
金
改
正
（
八
月
債
上
）
に
伴

い
、
ふ
た
た
び
重
要
な
段
階
に
立
ち
い

た
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
企
業

基
盤
の
確
立
に
真
に
抜
本
的
な
施
策
を

切
に
要
望
す
る
と
椿
ん
で
お
り
ま
す
。

事
業
の
概
要
は
別
表
の
通
り

事業の概要

区 分 ‘年 廣 4 5 4 6 比　　 較 、

人　　　　　　 口 2 6 ，8 39 人 2 3 ，979 人 △ 2 ，8 60 人

給　 水　 人　 口 げ ，4 76 人 げ ，5 12 人 3 6人

給　 水　 件　 数 4 ．3 69件 4 ．5 98件 2 29 件

年 間 総 配 水 量 1．133 ．32 5汀ｆ 1 ．5 28 ．669ｎｆ 39 5 ．3 44㌦

中　　 間　　 市

原　 水　 購　 入　 量
7 52 ．89 2ｎｌ’ 7 20 ．550が △ 32 ．34 2ｎｌＩ

北　 九　 州　 市

原　 水　 購　 入　 昂
29 1．066が． 7 97 ．58 2ポ 506．．引 6麒

Ｒ　　　　　　 ノ求

原　 水　 購　 入　 景
8 9 ．3 67 汀デ 10 ．5 3加 ’ △ 78 ．83 0前ｊ

有　 収　 水　 鼻二 9 33 ．860ポ ｌ．29 0 ．197ｎｆ 356 ．337が

有　　 収　　 率 82 ．4 ％ 84 ．4 ％ 2 ．0 ％

原　　 水　　 賛 35 ，9 54 千円 4 3 ，52 5千 円 7 ，5 7 1千 円

給　 水　 使　 用　 痢 3 4 ，18 2千 円 1 4 6 ，155 千 円 1 1，97 3 千円

当 年 度 赤 字 額 7 ，575 千 円 Ｉ4 ，03 9千 円 6 ，4 64 千 円

過 年度 修正 欠損 金 0 2 1．6千 円 2 ！6 千円

累　 積　 赤　 字　 額 17 ，7 33 千 円 3 1 ，98 8 千円 14 ，2 55千 円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の

ご
寄
贈
感
謝
い
た
し
ま
す

◎
金
一
封

川
坂
口
粛
正
氏
よ
り
坂
ロ
ト
リ
ヲ
さ
ん

米
寿
内
祝
と
し
て

望
口
田
ノ
三
子
供
会
よ
り
廃
品
回
収
の

お
金

◎
香
典
返
し
と
し
て

故
人
の
ど
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す故
　
渡
辺
　
登
殿
（
立
屋
敷
）

渡
辺
寿
一
殿

故
　
元
村
　
ノ
ブ
殿
（
君
田
ノ
三
）

元
村
　
進
殿

故
　
入
江
愛
子
殿
（
下
二
）

入
江
　
清
水
殿

「
無
臭
ト
イ
レ
」
の
ん
尿
汲
取

料
金
は
従
量
制
で
す
。

最
近
「
無
臭
ト
イ
レ
」
が
普
及
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
便
槽
の
構
造
は
、

パ
イ
プ
に
水
を
あ
る
位
置
ま
で
た
っ
ぷ

り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
臭
気
が
し
な

い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

吸
取
の
時
は
、
あ
る
程
度
の
水
を
流

し
込
ま
な
け
れ
ば
パ
イ
プ
中
の
固
形
物

の
汲
取
り
は
出
来
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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ｌ
≡
ｌ
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≡
≡
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1
…
…
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≡
≡
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…
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≡
…
≡
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国
税
に
不
服
の
方
は

「
国
税
不
服
審
判
所
」
へ

税
務
所
な
ど
か
ら
更
正
、
決
定
や
差

押
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
て
、
そ
れ
に

不
服
が
あ
る
と
き
は
、
ま
ず
税
務
署
に

「
二
ケ
月
以
内
」
異
議
の
申
立
て
を
し

て
下
さ
い
。

そ
の
異
議
申
立
て
に
対
す
る
決
定
に

な
お
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
異
漆
決
定

の
通
知
を
受
け
て
か
ら
「
一
ケ
月
以
内

」
に
国
税
不
服
審
判
所
に
審
査
の
請
求

を
し
て
下
さ
い
。

利
机
渕
鮮
摘
絹
璃

税
務
署
や
国
税
局
か
ら
分
離
し
、
独
立

し
た
第
三
者
の
立
場
で
調
査
、
審
理
を

取
り
扱
う
機
関
で
す
か
ら
、
税
務
署
、

国
税
局
の
肩
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
よ
う
な
不
安
は
一
切
あ
り
ま
せ

ん
の
で
気
軽
に
ど
利
用
下
さ
い
。

※
場
所
福
岡
国
税
不
服
審
判
所

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目

十
一
の
一

福
岡
合
同
庁
舎

（
電
）
〇
九
二
（
四
一
）
〇
〇
三
一

〇
九
二
（
四
一
）
五
四
〇
一

て
人
頭
制
は
出
来
ず
、
従
量
制
（
十
八

リ
ッ
タ
ー
三
十
八
円
）
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。一
般
汲
取
便
槽
で
も
、
破
損
、
亀
裂

な
ど
に
よ
り
、
地
下
水
ま
た
は
、
雨
水

の
流
入
が
常
時
あ
る
不
艮
便
槽
は
、
流

入
水
に
よ
り
人
頭
制
は
出
来
か
ね
ま
す

し
た
が
っ
て
、
従
量
制
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
速
や
か

に
改
善
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
い
た
し

ま
す
。そ
の
他
し
尿
に
つ
い
て
の
問
題
点
や

疑
問
点
の
あ
る
方
は

▼
し
尿
処
理
組
合

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
六
九
一
－
二
一
八
四

▼
保
健
衛
生
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
六
九
千
〇
六
三
一

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

ケ社会福祉に役だててク

吉田ノ三子供会が寄付－

ロ

β

ロ　　 ‾づ‾

一

吉
田
ノ
三
の
小
学
彗
中
学
生
で
つ

く
っ
て
い
る
子
供
会
で
は
、
夏
休
み
中

に
何
か
社
会
の
為
に
役
く
だ
つ
良
い
事

を
し
よ
う
と
話
し
合
い
、
夏
休
み
に
入

い
る
と
同
時
に
勉
強
の
合
い
間
を
利
用

し
て
、
遊
ぶ
時
間
を
返
上
し
廃
品
回
収

を
行
な
い
、
そ
の
売
上
金
を
吉
田
ノ
三

老
人
ク
ラ
ブ
と
、
役
場
内
に
あ
る
社
会

福
祉
協
議
会
に
寄
ｌ
付
し
ま
し
た
。

役
場
に
は
、
子
供
会
を
代
表
し
た
四

人
が
子
供
会
指
導
者
に
付
き
添
わ
れ
町

長
に
面
会
し
．
社
会
福
祉
に
役
だ
て
て

く
だ
さ
い
と
い
っ
て
直
接
手
渡
し
ま
し

た
。社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
さ
っ
そ
く

こ
の
寄
付
金
の
使
途
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
が
、
出
来
る
だ
け
子
供
さ
ん
に

選
冗
す
べ
き
だ
と
い
う
事
で
水
巻
町
内

の
子
供
の
遊
び
場
に
設
置
す
る
遊
具
購

入
の
一
部
に
あ
て
る
革
に
し
ま
し
た
。

故
　
高
祖
　
チ
ヲ
殿
（
猪
熊
）

高
祖
　
二
耗
殿

故
　
谷
山
　
正
珊
殿
（
広
島
県
）

谷
山
　
鋳
雄
殿

故
　
大
庭
　
清
晴
殿
（
青
田
ノ
三
）

大
底
ア
サ
子
殿

故
　
中
山
マ
ツ
エ
殿
（
樋
口
）

中
山
清
八
郎
殿

ｌ
一
．
ヽ
1
4
モ
ノ
．
ヽ
1
－
　
－
　
　
1
－
．
～
夢
Ｆ
ヽ
′
ｌ
ヽ
一
声
．
ヽ
′
．
ヽ
．

老
人
福
祉
週
間

九
月
十
五
日
～
九
月
二
十
一
日

九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日
か
ら
一
週

間
、
老
人
福
祉
週
間
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。各
地
区
で
も
敬
老
会
な
ど
盛
り
沢
山

な
行
革
が
行
な
わ
れ
る
革
と
患
い
ま
す

が
、
こ
の
日
の
み
な
ら
ず
、
い
つ
も
温

い
気
持
で
老
人
を
見
守
り
、
長
生
き
し

て
い
た
だ
き
郷
土
発
展
の
為
に
ど
協
力

い
た
だ
く
よ
う
、
皆
な
で
つ
と
め
た
い

も
の
で
す
。

内
職
者
募
集
説
明
会

福
岡
県
内
職
公
共
職
業
補
導
所
で
は

「
装
飾
人
形
づ
く
り
」
　
「
編
み
物
」
の

内
職
者
を
募
集
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

装
飾
人
形
づ
く
り
は
誰
に
で
も
出
来

る
作
業
で
す
が
、
編
み
物
の
方
は
、
技

術
を
お
も
ち
の
か
た
に
か
ぎ
り
ま
す
。
・

一
、
期
日
　
九
月
十
八
日

十
三
時
三
〇
分
～
十
五
時

三
〇
分

一
、
場
所
　
町
民
会
館
日
本
間

婦
人
巡
回
相
談
開
催

十
月
十
二
日

ど
婦
人
の
方
で
、
日
常
困
っ
て
い
る

事
の
あ
る
方
の
た
め
に
輸
入
巡
回
相
談

を
行
な
い
ま
す
。

一
、
日
　
時
　
十
月
十
二
日

九
時
～
十
六
時

一
、
場
　
所
　
町
民
会
館
日
本
間

一
、
相
談
鼻
　
輪
人
巡
回
相
談
所

法
務
局

家
庭
裁
判
所

婦
人
相
談
所
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ベ
ン
ト
ナ
イ
し
工
業
（
株
）
と

公
害
防
止
協
定
を
締
結

わ
が
国
に
お
け
る
近
年
の
急
速
な
経

済
成
長
の
か
げ
に
進
行
し
た
人
間
環
境

の
破
壊
は
、
益
々
ひ
ど
く
な
り
、
人
類

の
生
存
自
体
に
も
影
響
を
与
え
る
四
日

市
ゼ
ン
ソ
ク
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
な
ど

の
事
件
も
起
き
、
人
間
環
境
の
保
全
、

自
然
保
護
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
も
、
北
九

州
と
い
う
大
工
業

前進する公害対策

進
出
が
最
近
目
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
庫
で
本
町
は
日
本
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
工
業
（
株
）
に
公
害
阻
止
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

日
本
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
、
日
本
炭
鉱

の
坑
道
を
利
用
し
て
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を

採
取
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
、
地
盤

沈
下
、
粉
じ
ん
、
排
出
ガ
ス
、
彿
水
、

騒
音
等
に
つ
い
て
地
元
住
民
よ
り
陳
情

が
あ
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
ど
協

定
が
成
立
し
た
も
の
で
す
∵

【
地
盤
沈
下
】
．
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
採
取

現
場
又
は
周
辺
に
お
い
て
発
生
し
た
地

盤
沈
下
に
対
し
て
は
、
日
本
ベ
ン
ト
ナ

イ
ト
に
日
本
炭
碩
精
算
事
務
所
が
協
定

し
て
処
理
す
る
。

【
粉
じ
ん
】
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
集
じ

ん
装
置
を
設
置
し
粉
じ
ん
を
測
定
し
記

録
す
る
。
▼

【
排
出
ガ
ス
】
キ
ル
ン
排
出
ガ
ス
の

煙
道
に
お
い
て
定
期
的
に
硫
黄
酸
化
物

の
濃
度
を
測
定
す
る
。

【
彗
ｌ
′
〆
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
町
よ
り

要
晴
が
あ
っ
た
場
合
は
、
水
質
汚
濁
の

措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お

排
水
口
に
お
い
て
年
四
回
以
上
定
期
的

に
水
質
枚
査
を
お
こ
な
い
、
そ
の
結
果

を
記
録
す
る
。

【
騒
音
】
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
は
、
工
場

の
施
設
か
ら
発
生
す
る
騒
音
の
大
き
さ

を
、
工
場
の
境
界
か
ら
六
十
フ
ォ
ン
以

下
と
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
す
る
。

（
公
害
防
止
協
定
書
抜
畢
）

町
で
は
今
年
度
、
騒
音
測
定
機
、
粉

じ
ん
測
定
機
を
購
入
し
、
今
後
、
工
場

の
実
態
調
査
を
行
な
い
、
公
害
の
お
そ

れ
の
あ
る
工
場
に
つ
い
て
は
、
協
定
等

を
結
び
行
政
指
導
を
行
な
う
つ
も
り
で

す
。

八
月
十
七
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
、
第

八
回
水
巻
町
少
年
野
球
大
会
は
、
雨
の

た
め
一
部
順
延
さ
れ
ま
し
た
が
、
二
十

三
日
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

今
回
は
、
小
学
生
の
部
、
参
加
十
五

チ
ー
ム
、
中
学
生
の
部
十
一
チ
ー
ム
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
小
学
生
の
部
優
勝
　
「
梅

ノ
木
区
」
、
中
学
生
の
郎
優
勝
「
古
賀

区
」
で
し
た
。

ど
の
チ
ー
ム
と
も
日
頃
練
習
し
て
い

る
た
め
技
術
的
に
向
上
し
、
な
か
ー
′
～

う
ま
い
プ
レ
ー
を
し
て
見
物
者
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
の
大
金
が
楽
し
み
で
す
。

△公害防止協定を結んだベントナイト工業

新
農
業
委
員
決
ま
る

会

長

に

森

安

一

朋

氏

こ
の
ほ
ど
廣
某
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
次
の
十
七
名
の
方
が

新
し
く
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

▽
選
挙
に
よ
る
委
員
　
（

（
　
机
　
）
小
田
　
大
書

（
立
屋
敷
）
入
江
　
達
彦

（
古
　
賀
）
峯
浦
　
定
彦

（
下
　
二
）
松
尾
　
金
平

（
下
　
二
）
入
江
　
種
美

（
吉
　
田
）
佐
々
木
義
雄

▽
議
会
推
薦

（
ニ
）
森
安
－
朋

（
下
　
二
）
富
田
　
喬

（
猪
　
熊
）
大
場
寿
基
雄

）
内
は
部
落
名

「
　
二
．
）

（
緒
　
熊
）
光
末

（
頃
　
末
）
山
下

（
伊
佐
座
）
永
沼

（
猪
　
熊
）
大
場

金一　　文正
吾朋月券雄義

（
吉
　
田
）
白
石
磯
久
男

（
頃
　
未
）
武
尾
　
金
男

▽
農
協
推
薦
、
（
頃
　
未
）
木
原
　
秋
雄

農
地
の
転
用
は
県
知
事
の
許
可
を

農
地
を
宅
地
等
に
転
用
す
る
場
合
は
自
己
名
儀
の
農
地
で
も

Ｒ
正
ベ
ハ
ベ
ｎ
ｕ
八
八
べ
懇
Ｒ
八
へ
蹟
説
ｎ
Ｎ
ベ
ボ
Ｒ
Ｕ
ｕ
懇
沖
”
Ｎ
Ｎ
ｕ
ｎ
Ｎ
ベ
ベ
べ
八
食
餌
を
史
Ｎ
ベ
氏
へ
訣
ｎ
Ｎ
べ
ボ
沖
べ
八
Ｎ
ｕ
小
治
べ
べ
べ
式
音
Ｎ
Ｎ
ベ
Ｖ
童
べ
於
Ｕ
ｎ
も
於
Ｎ
Ｖ
Ｒ
決
仕
べ
廿
べ
ぬ
べ
泣
ぶ
Ｒ
薄
べ
於
ベ
Ｒ
ぢ
杖
滞
ベ
Ｒ
Ｕ
Ｒ
ぶ
ｕ
分
ボ
於
が
設
∬
杖
泣
ボ
設
∬
べ
涛
べ
没
ぶ
祝
涛
べ
於
ぶ
訣
∬
ざ
艮
尊
Ｒ
∬
べ
治

献
血
功
労
者

を

表

彰

献
血
運
動
が
始
ま
っ
て
以
来
皆
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
め
ざ
ま
し
い
進
展
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
八
月
三
日
福
岡
市
少

年
文
化
会
館
に
お
い
て
日
本
赤
十
字
名

誉
副
総
裁
高
松
宮
妃
殿
下
出
席
の
も
と

第
六
回
福
岡
県
献
血
推
進
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

席
上
献
血
功
労
者
と
し
て
町
内
か
ら

次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
順
不
同
・
敬
称
略
・
（
　
）

内
献
血
回
数
】

香
月
一
三
（
十
Ｄ
吉
田
団
地

中
村
留
青
（
〃
）
下
　
二

吉
村
繁
蔵
（
十
一
）
古
賀
区

井
上
保
男
（
十
）
頃
　
末

栗
木
音
明
（
〃
）
吉
田
区

新
川
且
子
（
〃
）
机
社
宅

福
岡
県
青
年
の
船
者
募
集

痛
岡
県
で
は
、
昭
和
四
十
七
年
度
第

二
回
背
年
の
船
参
加
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

∵
募
集
区
分

一
般
団
員
、
渉
外
団
輿
青
年
の
船

社
長

二
、
資
格

一
般
団
早
：
日
本
国
籍
を
有
し
、
福

岡
県
内
に
一
年
以
上
居
住
す
る
満
二

十
才
以
上
二
十
六
才
未
満
の
男
女

渉
外
国
早
：
年
令
は
原
則
と
し
て
、

二
十
才
以
上
三
十
才
未
満
で
あ
る
こ

と
。
英
語
が
堪
能
で
あ
っ
て
、
斑
の
活
動

無
断
（
無
許
可
）
で
売
っ
た
り
、
埋
め

立
て
た
り
、
家
を
建
て
た
り
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

必
ず
地
元
の
農
業
委
員
に
ど
相
談
下

さ
い
。転
用
等
の
手
続
や
不
審
な
点
は
、
町

農
業
責
会
事
務
局
に
問
い
合
わ
せ
て

下
さ
い
。

≡
≡
ｌ
≡
≡
≡
≡
】
≡
≡
≡
三
≡
≡
ｌ
≡
≡
≡
芸
等

を
円
滑
に
遂
行
で
き
る
語
学
能
力
を

有
す
る
こ
と
。
（
文
部
省
実
用
英
語

審
査
基
準
の
一
級
合
格
者
）

青
年
の
船
斑
長
…
年
令
は
原
則
と
し

て
満
二
十
六
才
以
上
満
三
十
五
才
ま

で
。
次
の
職
ま
た
は
業
務
に
つ
い
て
経
験

を
有
し
、
現
に
そ
の
一
つ
に
従
事
し

て
い
る
者

ア
、
青
少
年
団
体
又
は
青
少
年
育
成

団
体
の
指
導
者

ィ
、
市
町
村
の
青
少
年
蘭
係
機
関
で

現
に
そ
の
職
に
従
事
し
て
い
る
者

（
関
係
機
関
と
は
、
青
少
年
担
当

課
、
公
民
館
、
青
年
の
家
、
補
導

セ
ン
タ
ー
等
）

も閉山ムード吹き飛ばせや
Ｌ
ｎ
ノ炭住街で盆踊

日
本
炭
硯
が
昨
年
三
月
突
然
閉
山
し

早
や
一
年
半
の
歳
月
が
過
ぎ
、
現
在
で

は
炭
住
街
の
い
た
る
所
で
空
家
が
目
立

ち
荒
廃
し
た
地
域
の
中
で
沈
み
が
ち
な

空
気
を
吹
き
飛
ば
し
、
明
る
い
ム
ー
ド

を
作
り
出
す
と
共
に
、
日
炭
の
為
に
殉

死
さ
れ
た
方
々
の
ど
冥
福
を
祈
る
た
め

に
、
古
賀
区
、
梅
ノ
木
区
、
高
松
区
に

お
い
て
各
地
区
そ
れ
ぞ
れ
公
民
館
長
を

主
体
と
も
た
盆
踊
り
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。各
地
区
と
も
以
前
に
比
べ
る
と
人
口

が
減
っ
た
た
め
に
、
参
加
者
も
少
な
く

な
っ
た
が
、
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
皆

さ
ん
楽
し
く
踊
り
、
炭
住
街
は
お
盆
ム

ー
ド
一
也
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

遠
賀
郡
消
防
職
員
の
募
集

遠
賀
郡
消
防
署
で
は
次
の
と
お
り
に
消
防
吏
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
申
し
込
み
下
さ
い
。

「
採
用
人
員
　
十
八
名

二
、
受
験
資
格

ア
、
昭
和
十
二
年
十
二
月
二
日
か
ら
昭
和
二
十
九
年
十
二

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子
で
地
方
公
務
員
法
第
十
六

条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
者

ィ
、
新
制
高
等
学
校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者

ウ
、
志
操
堅
固
、
体
質
が
健
全
で
あ
り
、
四
肢
完
全
な
者

三
、
受
験
手
続

昭
和
四
十
七
年
九
月
十
一
日
か
ら
九
月
二
〇
日
ま
で
に
、

自
筆
の
履
歴
青
（
市
販
の
物
）
身
上
書
並
び
に
受
験
願
書

各
一
通
を
蝉
出
の
こ
と
。

四
、
原
審
提
出
先

遠
賀
郡
消
防
本
部
総
務
辣
庶
務
係
（
遠
賀
町
広
渡
一
、
六

三
九
番
地
（
電
）
〇
九
三
二
九
－
三
－
三
三
）

そ
の
他
絆
細
に
つ
い
て
は
消
防
署
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
で
は
、
車
両
操
縦
、
車
両
整

備
そ
の
他
種
々
の
技
能
を
訓
練
し
、
国

福
岡
県
職
員
（
申
・
初
級
）
募
集

軒粕 ‘Ｌ，式族の区分 性　　 別 年　　　　 令

中

級

行　政　 事　務
男女の別を
問わない

昭和18年 4 月 2 日から
昭和28年 4 月 1 日まで
に生∴仁れた者

社　会　 福　祉
学　校　 事　務　 ‾
農　　　　　 業
警　 察．事　 務 男子に限る
保　　　　　 母

初

級

一般 事務 Ａ
男女の別を
問わない

昭和20年4 月2 日から
昭和30で「・4 月 ｌｎまで
に生たれた者

学　校 ・‾事　務
土　　　　　 木
林　　　　　 業
一 般事務 Ｂ

男子に限る
警察事 匁男子
繁察事鵜‾女子

女子に限る 昭和2 1年 4 月 2 日から昭和30
年 4 月 ＩＨまでに生まれた者交通 巡視員

家
免
状
を
取
る
際
に
全
部
又
は
一
部
の

試
験
免
除
な
ど
の
特
典
が
認
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
任
期
満
了
で
退
職
さ
れ
る
と
き

は
就
職
の
世
話
を
い
た
し
ま
す
。

一
、
資
　
格

十
八
才
以
上
二
十
五
才
未
満
で
、
日

本
国
籍
を
有
す
る
者

「
給
　
与

現
金
給
与
　
初
任
給
三
万
円

ボ
ー
ナ
ス
四
・
八
ケ
月

．
分

現
物
給
与
　
衣
食
住
無
料
支
給

一
、
任
用
期
間

陸
上
自
衛
官
、
採
用
か
ら
二
年

内
特
殊
技
術
を
用
す
る
も
の
三
年

海
上
自
衛
官

航
空
自
衛
官

一
、
継
続
任
用

任
用
期
間
が
満
了
し
て
も
、
継
続
任

用
が
出
来
、
三
宮
以
上
に
な
る
と
任

用
期
間
が
な
く
な
り
、
停
年
制
が
適

用
さ
れ
永
年
自
衛
隊
勤
務
が
出
来
ま

す
。

※
志
願
さ
れ
る
方
、
く
わ
し
い
こ
と
を

知
り
た
い
方
は
役
場
住
民
係
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

福
岡
県
で
は
、
次
の
と
お
り
中
級
・

初
級
の
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま

す
。
∵
受
付
期
間

九
月
四
日
～
十
月
二
日
ま
で

九
時
～
十
七
時
（
土
曜
日
は

十
二
時
ま
で
）

郵
送
の
場
合
は
、
九
月
三
十
日
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付

け
ま
す
。

二
、
受
験
費
格

別
表
の
と
お
り

三
、
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
〒
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
下
川

瑞
町
二
－
五
西
銀
博
多
ビ
ル
内
）

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
県
人
事
委

員
会
事
務
局
へ
（
電
）
〇
九
二
－
（
二

九
）
三
〇
六
七

県
民
手
帳
発
売

昭
和
四
十
八
年
版
福
岡
県
民
手
帳
を

発
売
い
た
し
ま
す
の
で
、
ど
希
望
の
方

は
九
月
十
日
ま
で
に
役
場
企
画
管
理
室

ま
で
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
（
電
）
六
九
一
－
〇
六
三
一
）

、

、

Ｆ

、

こ

ト

‥

ゝ

．

」

書


